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境調閉型jり建築工都市2主主社会V_~定立y;};tl，.:-* ，_ ~ J_; 
穿主Ì:るhりーと期待主む~:?_Qー
(北九州市立大学国際環境工学部福島敏夫氏)
10 科学技術動向 2002年2月号
1.8フロンティア分野
( 1 )深海掘削船「ちきゅうJ進水
:þが周だ~!i'=~とーなりλ氷λ.英λ独_，j~乏り1血り諸国
が共同運行する海洋科学技術センターの深海掘削
船I己主的三J主主 2002年ーL月_)_~__êJ;三ー茸造船.玉野E
ックで、進水式を挙げた。
この掘削船は2006年から運航予定である。1975年
以来、国際共同研究として実施されてきた国際深海
掘削計画(ODP)を引き継いで、 2003年秋より実施開
輸長王定主む:-:ç_~_::?_経企国際一深海坦月!!計画一(LQRP)_
1主主ど支重要主役割玄担?9_
現在、米国が中心となって運航している掘削船は、
1本の長いパイフ。で、海底を素掘りしているのに対して、
「ちきゅうjは船底から海底までの海水中に2重管(外
管をライザーと呼ぶ)を設置して防噴装置を付け、ど
のような構造と組成の海底も深くまで掘り進める。その
目的は、
・掘削試料を痛めず回収し、様々なタイムスケールの
地球環境変動を「精密にJ復元すること
-日本海溝や南海トラフなどの沈み込み帯上面の地
震発生域を掘削して地震断層の有様や応力分布な
どを解明して地震予知に貢献すること(掘削孔は海
底ステーションとして永年利用する)
-海底深部に存在する特殊なバクテリアなどから地球
生命の起源を探るとともに、海底下の水やメタンの
循環と不遜を明らかにし「地球進化のj道筋をたどる
などである。
当面は水深 2500mまで、可動可能で、あり、十分経験
を積んだ後には水深 4000mへ拡張する能力を残して
いる。最終的には海底を 6000m以上掘削して、地殻
とマントルの境界(モホ)を貫くのことを大きな目標とし
ている。
(小林和男氏)
